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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期中間期 64,851 12.5 5,747 73.6 5,738 78.2 3,733 73.5

2024年３月期中間期 57,669 21.3 3,310 44.0 3,220 40.8 2,151 43.7

（注）包括利益 2025年３月期中間期 3,429百万円（41.8％） 2024年３月期中間期 2,419百万円（50.7％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期中間期 79.99 －

2024年３月期中間期 46.29 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期中間期 117,286 54,381 46.4 1,163.10

2024年３月期 122,118 52,170 42.7 1,118.53

（参考）自己資本 2025年３月期中間期 54,380百万円 2024年３月期 52,170百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 17.00 - 27.00 44.00

2025年３月期 － 22.00

2025年３月期（予想） － 22.00 44.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 127,000 △1.8 7,700 △1.6 7,600 △1.9 5,000 △1.1 107.13

１．2025年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2024年４月１日～2024年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期中間期 47,486,029株 2024年３月期 47,486,029株

②  期末自己株式数 2025年３月期中間期 730,715株 2024年３月期 844,403株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年３月期中間期 46,673,807株 2024年３月期中間期 46,487,370株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：有

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、役員報酬ＢＩＰ信託が保有する株式

（2025年３月期中間期639,097株、2024年３月期753,071株、2024年３月期中間期753,071株）が含まれておりま

す。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績予想見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　当社は、2024年11月28日（木）に決算説明動画及び資料を当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における我が国経済は、金融政策や賃上げにより国内企業の給与水準が向上する一方で、継続

する物価上昇により国内消費が停滞するなど、先行きは不透明な状況にあります。

当社グループが属する建設業におきましては、建設コストの上昇が住宅需要を抑制しつつも、企業による民間設備

投資や省エネルギー対策をはじめとしたリニューアル事業への投資増加により建築市場は堅調に推移しています。ま

た、公共建設投資についても一定の発注量が想定され、土木市場においても底堅く推移していくものと見込まれま

す。一方で、2024年４月より適用開始となった労働時間上限規制への対応は依然として業界全体の課題であり、人財

の確保とともに、省力・省人化につながる技術開発やデジタル人財の育成が急務となります。

このような経営環境のもと、当社グループは、「環境に配慮した事業活動を推進し、成長分野（大規模更新・PC建

築・メンテナンス・海外）における収益力を強化するため、建設DXの推進と多様な人財活用により生産性を進化させ

る」をテーマとした「中期経営計画2022（2022年度～2024年度）」を策定し、目標達成に向けた事業活動に取組んで

おります。

この結果、当中間連結会計期間の業績は、受注高804億４百万円（前年同期比44.9％増）、売上高648億51百万円

（前年同期比12.5％増）となりました。利益につきましては、売上総利益率の改善により、営業利益57億47百万円

（前年同期比73.6％増）、経常利益57億38百万円（前年同期比78.2％増）、親会社株主に帰属する中間純利益37億33

百万円（前年同期比73.5％増）となりました。

報告セグメントの業績は以下の通りであります。

土木事業は、売上高379億22百万円（前年同期比3.6％増）、セグメント利益74億13百万円（前年同期比25.3％増）

となりました。

建築事業は、売上高254億45百万円（前年同期比26.0％増）、セグメント利益26億96百万円（前年同期比12.2％

増）となりました。

製造事業は、売上高22億54百万円（前年同期比8.0％減）、セグメント利益１億24百万円（前年同期比33.1％減）

となりました。

その他兼業事業は、売上高５億34百万円（前年同期比6.9％増）、セグメント利益２億32百万円（前年同期比

10.8％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は915億75百万円となり、前連結会計年度末に比べ39億28百万円減少いた

しました。これは主に未成工事支出金が６億80百万円、未収入金が６億78百万円増加しましたが、受取手形、完成工

事未収入金及び契約資産等が57億46百万円減少したことによるものであります。固定資産は257億10百万円となり、

前連結会計年度末に比べ９億３百万円減少いたしました。これは主に機械、運搬具及び工具器具備品が３億29百万円

増加しましたが、投資有価証券が４億33百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は1,172億86百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億32百万円減少いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は473億86百万円となり、前連結会計年度末に比べ69億７百万円減少いた

しました。これは主に契約負債が32億25百万円、電子記録債務が11億８百万円増加しましたが、短期借入金が42億98

百万円、支払手形・工事未払金等が37億１百万円減少したことによるものであります。固定負債は155億18百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ１億35百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が１億80百万円減少したこと

によるものであります。

この結果、負債合計は629億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ70億43百万円減少いたしました。

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は543億81百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億10百万円増加いたし

ました。これは主に利益剰余金が24億４百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は46.4％（前連結会計年度末は42.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2024年５月13日の「2024年３月期　決算短信」で公表いたしました業績予想

から修正は行っておりません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 11,163 10,522

受取手形、完成工事未収入金及び契約資産等 75,832 70,086

電子記録債権 1,436 1,615

未成工事支出金 2,455 3,135

その他の棚卸資産 1,616 1,813

未収入金 2,624 3,303

その他 603 1,316

貸倒引当金 △228 △217

流動資産合計 95,503 91,575

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 10,919 10,943

機械、運搬具及び工具器具備品 9,549 9,878

土地 8,574 8,470

リース資産 1,251 1,316

建設仮勘定 42 124

減価償却累計額 △13,695 △14,181

有形固定資産合計 16,642 16,551

無形固定資産 188 319

投資その他の資産

投資有価証券 4,241 3,807

破産更生債権等 961 966

繰延税金資産 1,365 986

退職給付に係る資産 3,013 2,928

その他 1,164 1,116

貸倒引当金 △961 △965

投資その他の資産合計 9,783 8,839

固定資産合計 26,614 25,710

資産合計 122,118 117,286

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 22,670 18,969

電子記録債務 6,348 7,456

短期借入金 10,818 6,519

１年内返済予定の長期借入金 360 360

未払法人税等 2,215 1,680

契約負債 5,458 8,684

賞与引当金 765 823

完成工事補償引当金 80 128

工事損失引当金 549 78

預り金 1,565 531

その他 3,461 2,154

流動負債合計 54,293 47,386

固定負債

長期借入金 9,060 8,880

再評価に係る繰延税金負債 1,218 1,218

役員退職慰労引当金 128 150

株式報酬引当金 252 249

退職給付に係る負債 3,587 3,654

資産除去債務 315 316

その他 1,091 1,049

固定負債合計 15,653 15,518

負債合計 69,947 62,904

純資産の部

株主資本

資本金 4,218 4,218

資本剰余金 8,110 8,110

利益剰余金 36,137 38,541

自己株式 △491 △431

株主資本合計 47,974 50,439

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,924 1,595

土地再評価差額金 1,833 1,883

為替換算調整勘定 △170 △103

退職給付に係る調整累計額 606 566

その他の包括利益累計額合計 4,195 3,941

非支配株主持分 0 0

純資産合計 52,170 54,381

負債純資産合計 122,118 117,286
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 57,669 64,851

売上原価 49,055 54,362

売上総利益 8,613 10,488

販売費及び一般管理費 5,303 4,741

営業利益 3,310 5,747

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 32 51

為替差益 22 －

持分法による投資利益 － 25

受取ロイヤリティー 19 20

スクラップ売却益 18 17

償却債権取立益 － 25

その他 28 35

営業外収益合計 122 177

営業外費用

支払利息 98 104

為替差損 － 14

持分法による投資損失 27 －

支払保証料 66 44

支払手数料 16 20

その他 2 1

営業外費用合計 211 185

経常利益 3,220 5,738

特別利益

固定資産売却益 0 12

投資有価証券売却益 10 －

特別利益合計 11 12

特別損失

固定資産除売却損 27 2

ゴルフ会員権売却損 － 4

ゴルフ会員権評価損 0 －

投資有価証券評価損 － 15

その他 － 6

特別損失合計 27 29

税金等調整前中間純利益 3,203 5,722

法人税等 1,051 1,989

中間純利益 2,151 3,733

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△0 0

親会社株主に帰属する中間純利益 2,151 3,733

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益 2,151 3,733

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 208 △329

為替換算調整勘定 41 29

退職給付に係る調整額 △55 △39

持分法適用会社に対する持分相当額 73 36

その他の包括利益合計 267 △303

中間包括利益 2,419 3,429

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 2,419 3,429

非支配株主に係る中間包括利益 △0 0

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 3,203 5,722

減価償却費 574 545

のれん償却額 9 9

持分法による投資損益（△は益） 27 △25

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △33 △84

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 95 53

工事損失引当金の増減額（△は減少） 397 △470

受取利息及び受取配当金 △33 △52

支払利息 98 104

支払手数料 16 20

固定資産除売却損益（△は益） 26 △10

投資有価証券売却損益（△は益） △10 －

売上債権の増減額（△は増加） 10,680 5,591

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,466 △866

仕入債務の増減額（△は減少） △629 △2,619

契約負債の増減額（△は減少） 5,999 3,225

未収入金の増減額（△は増加） 7 △678

未払金の増減額（△は減少） △863 △1,301

預り金の増減額（△は減少） 10 △1,033

その他 623 △421

小計 18,735 7,709

利息及び配当金の受取額 33 52

利息の支払額 △95 △101

法人税等の支払額 △1,057 △1,989

営業活動によるキャッシュ・フロー 17,615 5,671

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,528 △508

有形固定資産の売却による収入 7 127

無形固定資産の取得による支出 － △141

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

投資有価証券の売却による収入 27 －

資産除去債務の履行による支出 △145 －

その他 △10 50

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,650 △472

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △16,448 △4,300

リース債務の返済による支出 △68 △74

長期借入れによる収入 4,175 －

長期借入金の返済による支出 － △180

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,564 △1,279

その他 △4 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,910 △5,844

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,067 △641

現金及び現金同等物の期首残高 9,347 11,163

現金及び現金同等物の中間期末残高 11,414 10,522

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

・税金費用の計算

従来、税金費用については、原則的な方法により計算しておりましたが、当社及び連結子会社の中間決算業務の一

層の効率化を図るため、当中間連結会計期間の期首から連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。

・法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準の適用

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

これにより、当中間連結会計期間の所得に対する法人税、住民税及び事業税等（以下「法人税等」という。）を、

その発生源泉となる取引等に応じて、損益、株主資本及びその他の包括利益に区分して計上することとしました。な

お、損益に計上されない法人税等の金額に重要性が乏しい場合及び課税の対象となった取引等が、損益に加えて、株

主資本又はその他の包括利益に関連しており、かつ、株主資本又はその他の包括利益に対して課された法人税等の金

額を算定することが困難である場合には、当該税額を損益に計上しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－３項

ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響

はありません。

（中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

・税金費用の計算

　税金費用に関しては、主として当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、税引前中間純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。

- 8 -

ピーエス・コンストラクション㈱（1871）2025年３月期　第２四半期（中間期）決算短信 　　
　　



（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書

計上額
（注２）

土木事業 建築事業 製造事業
その他

兼業事業
計

売上高

外部顧客への売上高 36,271 20,030 978 388 57,669 － 57,669

セグメント間の内部
売上高又は振替高

323 168 1,471 111 2,075 △2,075 －

計 36,595 20,199 2,449 500 59,744 △2,075 57,669

セグメント利益

(売上総利益)
5,916 2,404 186 209 8,716 △103 8,613

利益 金額

報告セグメント計 8,716

調整額（セグメント間取引消去） △103

販売費及び一般管理費 △5,303

中間連結損益計算書の営業利益 3,310

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注１）

中間連結
損益計算書

計上額
（注２）

土木事業 建築事業 製造事業
その他

兼業事業
計

売上高

外部顧客への売上高 37,521 25,445 1,472 410 64,851 － 64,851

セグメント間の内部
売上高又は振替高

400 － 781 124 1,306 △1,306 －

計 37,922 25,445 2,254 534 66,157 △1,306 64,851

セグメント利益

(売上総利益)
7,413 2,696 124 232 10,467 20 10,488

利益 金額

報告セグメント計 10,467

調整額（セグメント間取引消去） 20

販売費及び一般管理費 △4,741

中間連結損益計算書の営業利益 5,747

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント間取引消去によるものであります。

２．セグメント利益は、中間連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と中間連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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区分

前連結会計年度
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当連結会計年度
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)
比較増減（△）

 金額(百万円)
 構成比

(％)
 金額(百万円)

 構成比

(％)
 金額(百万円)

 増減率

(％)

受

注

高

土木事業 35,042 63.1 48,339 60.1 13,296 37.9

建築事業 19,091 34.4 30,181 37.6 11,089 58.1

製造事業 978 1.8 1,472 1.8 493 50.5

その他兼業事業 389 0.7 410 0.5 21 5.5

合計 55,502 100.0 80,404 100.0 24,901 44.9

売

上

高

土木事業 36,271 62.9 37,521 57.9 1,250 3.5

建築事業 20,030 34.7 25,445 39.2 5,415 27.0

製造事業 978 1.7 1,472 2.3 493 50.5

その他兼業事業 388 0.7 410 0.6 21 5.6

合計 57,669 100.0 64,851 100.0 7,181 12.5

利

益

土木事業 6,008 69.8 7,394 70.5 1,385 23.1

建築事業 2,461 28.5 2,887 27.5 426 17.3

製造事業 4 0.1 49 0.5 45 1,053.6

その他兼業事業 139 1.6 156 1.5 17 12.2

合計 8,613 100.0 10,488 100.0 1,874 21.8

３．補足情報

受注・売上・利益の状況
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